
◆  はじめに  ◆

心房細動（AF）は，ここ数年にわたって，循環器領域でも最もホットな

領域でした．それには，3 つの背景があると思います．

● 患者数が増えている

● 重症脳梗塞の原因としての重要性が注目されている

● 新しい抗凝固薬が次々に登場している

こうしたことを背景に，2010 年春頃にふとした思いつきで，伏見区で AF

の患者さんを全例あつめてデータをとってみたらどうだろう，そんな提案

を地域連携パス導入に関して協議していた伏見医師会にもちかけました．そ

れが伏見 AF レジストリの出発点です．フラミンガム研究や久山町研究みた

いになったらおもしろいやん，そんな無謀な下心もありました．

構想から登録開始までに約 1 年を費やしましたが，研究計画の策定，倫理

委員会の審査，伏見区の全医療機関への参加要請，研究費の確保，CRC の

募集，そして調査票入力のホームページ制作などなど，夢中で走り続けた1

年間であったと回想しています．

2011 年 3 月の登録開始から 6 年近くが経過し，伏見 AF レジストリは，今

やわが国を代表する AF 患者のデータベースに育ちました．日々，登録患者

のフォロー情報が蓄積され，また新たな患者も登録されて，データベース

はどんどん更新されています．その巨大なデータシートを目の前にすると，

その価値の大きさに本当に圧倒される思いです．このデータは，自分の診

ているAF 患者さんの情報を，一例一例顔を思い浮かべながら手作業で入力

していただいた，伏見医師会の先生方の貴重な努力の結晶です．ここから

得られる成果をしっかりと世に出して，医療の発展につなげることが，わ
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れわれ研究グループの使命である，との決意を新たにしているところです．

今回ご縁あって，羊土社さんから伏見 AF レジストリの書物の執筆をご提

案いただきました．立派な成書が数多存在するなか，どうしたものかと迷

いましたが，こうしたチャンスをいただけることも希有なことと，有難く

お引き受けさせていただくことにしました．制作コンセプトの協議のなか

で，私が自転車好きであることや，体育会系の部活のような当科の雰囲気

を鋭く感じとっていただいた編集者さんから，素敵なタイトルとデザイン

をつけていただきました．

本書は，一般内科医やプライマリケア医を中心とした非専門医 ，循環器

専門医を志す若手医師を主な対象とし，その他にもAF 診療にかかわるコメ

ディカルの方にもわかりやすいような入門書をめざしました．教科書やガ

イドラインの内容だけにとどまらず，伏見 AF レジストリの最新の知見を出

し惜しみすることなく盛り込み，また数多くの症例を診療してきた経験や

思い・願いを込めて，前のめりになるくらい「全力で」執筆しました．ま

だまだ未解明の点も多いですが，それこそが AF の奥深さです．その深遠な

る世界を，ともに味わっていただければ幸甚に存じます．
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